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Ⅰ． 問題と目的
　アサーション （主張性） とɂ，自分もᄾਖ਼も۾Ғにし

ながら ¬ 意ɗ考え ¬ 持ȴをလᄽに ¬ 正ᄽに ¬ Ȱの場

にɈȨɢしく表現することȺある （ࢲజ ¬ 2009）ǿɑた，

ི藤 （2002） にɛるとアサーションȺɂ“とにかく自ࢄ

主張をすること”をௐᤇ的理ȺあるかのɛうにܟӘす

るɢけȺɂく，自分のあり方のᤣᑆを増ɗすことが

要Ⱥあるǿࢿがȶたᤣᑆのうȴから，自分の持ȴɗ

状況，ចస件を考ਁしながら自ࢄᤣをする基ᄷにɂ，

自分がどのɛうに感ȫ，自分自ᡵがどのɛうになりたい

かということにづくᤈሌがあるとᣖべているǿアサー

ションɂસえにくいകॡȺある （ႊై・٪中 ¬ 2004） た

ɔ，ͷをもȶてアサーションとするかにɂറȁな考え方

があり，研究にɛȶてႱなるસえ方がなȨɟていたǿし

かし，ຝ部 （200¶） ɂȰɟȱɟの研究者が૬ᇉしている

主張性കॡの中からいくつかの共通する理論的要件を

ҋし，主張性に関するចްᏲから共通して導ҋȨɟる理

論的要件をᆬ認しているǿȰのፀ果，主張性ɂ「考え

ɗ感情のጨᄽな表現 （ጨᄽな表現）」「感情にํȨɟない

主張 （情動Ҥॅ）」「ͅ者ɗ状況ɋのᥓਁに基づいた౬ᢅ

な対応 （ͅ者ᥓਁ）」「ᚐ動に対する主体的なҜ  （主体

性）」の 4 つの理論的要件をֆɓകॡȺあるとしたǿȰ

して，「ጨᄽな表現」ɂ主張性のᚐ動的ϫ面に，「情動Ҥ

ॅ」ɂ主張性の情動的ϫ面に，「ͅ者ᥓਁ」と「主体性」

ɂ主張性の認知的ϫ面に，Ȱɟȱɟᝉछするとᣖべてい

るǿ

　Ȱɟをᡍɑえ，ާ藤 （2014） ɂ，アサーションɂ状況

にɛるऐい影響をՙけつつも，ρ人ࢃの影響をՙけてႱ

なる傾向をᇉすとᣖべているǿアサーションɂρ人要因

としての自߰感情 （山ಏ・・石野 ¬ 201¶） ɗ，Փ人

関Ρ満足感 （٪田・ై田 ¬ 201¶） の高Ȩとの間に正の関

連がᇉȨɟているǿȰしてၥہ要因としてɂ，ᄾਖ਼との

ᜆ߈度ɗ主張の॒要性にɛȶて自ࢄ表現スタイルのҋ現

᭄度がႱなる （ާ藤 ¬ 2009） ことɗ，ʇーシʭルサʧー

トとアサーションに意な正のᄾ関がある （Èåòóåî¬ 

Ëáâáãïææ¬ Öáî Èáóóåìô¬ Nõìì¬ Òùáî¬ Íåìôïî ¦ Såçáì¬ 

1995） ことがᇉȨɟているǿ このɛうに，こɟɑȺറȁ

なアサーションの関連要因の研究がᚐɢɟてきたǿこの

ɛうな研究がࠕすることȺ，アサーション自体の意Ᏺ

をѓץしてəくことがȺきる （ႊై・٪中 ¬ 2004） とと

もに，アサーションのɋ向けたၥہづくりɗアサー

ション・トレーʕング等にɛる支援方ศのࠕにつなが

ると考えらɟる （ᯛ橋 ¬ 200¶）ǿこɟらを実践するたɔ

にɂ，実践効果のሌ度をລްする尺度のൈໄ化が॒要と

Ȩɟている （ᦂ子・中田 ¬ 2003）ǿ

　上ᣖのɛうに，こɟɑȺ主張性に関するറȁな尺度が

国内外Ⱥ作成Ȩɟてきたǿしかし，ि఼の主張性尺度Ⱥ

ɂຝ部 （200¶） のう主張性の 4 つの理論的要件すべて

をລްすることɂȺきない （ຝ部 ¬ 200¶）ǿȰこȺ，ຝ

部 （2013） ɂຝ部 （200¶） の主張性の 4要件に基づいて，

ᝥᭉのあȶたຝ部・ై井 （200¶） の主張性の 4 要件尺度

εඩ࿂˿एॴɁ´要͔࣊ࠂɁ

清水美奈1　石津憲一郎2

Äåöåìïðéîç ôèå Òåöéóåä Æïõò Äéíåîóéïîó ïæ Áóóåòôéöåîåóó Sãáìå

Íéîá SÈIÍIÚÕ¬ Ëåîéãèéòï ISÈIÚÕ

概要

本研究ɂ，主張性を4要件 （ጨᄽな表現，情動Ҥॅ，ͅ者ᥓਁ，主体性） からસえ，Ȱの4ᢉから主張性をລްする

修正版尺度の改を試みるものȺあるǿ本研究Ⱥɂ，正版主張性の4要件尺度における「ͅ者ᥓਁ」ᬱ目を改編する

ことȺ，ɛり理論的കॡと一ᒵした主張性尺度を作成し，αᭅ性，ܵछ性の検討をᚐうǿ۾学生452名（႒性243名，

ጤ （ÂÁÑ） の回ኌを得たǿץႊアサーション尺度，日本版ÂõóóÐåòòù性質ࢳ性204名）から，改編した尺度とܤ

Ȱのፀ果¬改編した尺度からもаᚐ研究とպറの4因子がҋȨɟたǿ改編した「ͅ者ᥓਁ」ᬱ目ɂ，ࢳႊアサーショ

ン尺度とɂ正のᄾ関がᇉȨɟ，ÂÁÑとɂ語的͏外すべての˩ͱᬱ目とのᄾ関がऍɑȶたǿ͏上から，改編にɛȶ

て主張性のകॡにɛり合ᒵした尺度が作成Ȩɟたと考えらɟるǿ
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を改編し，修正版主張性の4要件尺度をީ成ȨȮたǿɛȶ

てこの尺度ɂ，アサーションの理論的な 4要件を፤Ꮳし

た，ஒސの尺度の中Ⱥɂもȶとも理論的കॡと一ᒵした

尺度となȶていると考えらɟるǿしかし，ɑだ˪Ԛ分な

点がらɟるǿȰɟɂ，この尺度Ⱥລްする「ͅ者ᥓਁ」

が主張性のകॡ通りの「ͅ者ᥓਁ」をລްȺきていない

と考えらɟることȺあるǿȰう考えらɟるಏચɂ，「ͅ

者ᥓਁ」とͅの主張性の因子間にɂいȭɟも意な២の

ᄾ関 （「ͅ者ᥓਁ」が「လᄽな表現」とò½®19，「情動Ҥॅ」

とò½®59，「主体性」とò½®38） がらɟることǿɑた，「ͅ

者ᥓਁ」と性の認知的ϫ面Ⱥある「୦意」 （えɃ「Փ

人の中にɂ，ᇹのことを᪒Ⱥあɟこɟȶている人がい

るかもしɟない」） との間にò½®33 の意な正のᄾ関が

らɟることȺあるǿ

　ȰもȰも主張性と性ɂ，自ࢄの意९ɗ感情を表

ҋするという点Ⱥ᭒ͬしている （ຝ部 ¬ 2013）ǿしかし，

主張的なᚐ動Ⱥɂ性とպȫɛうに，自分の持ȴ，

考え，αॡなどをͤえるものの，ᄾਖ਼の人൏と自ႏを߰

しɛうとする点Ⱥ，的なᚐ動とകॡ上Ԗ別Ȩɟる

॒要がある （ࢲజ ¬ 2009» Áììåî ¦ Áîäåòóïî¬ 2015）ǿし

かし，ဝང・越智・ਗ਼能・石川 （2001） がアサーション

のᚐ動面をລްするたɔ作成したࢳႊアサーション

尺度と ÙÇ 性ಐ検査の「性」との間にɂò½®51 の 

（ဝངら ¬ 2001），日本版 ÂõóóÐåòòù 性質ץጤの

語的なՕ応をລްしɛうとする˩ͱ尺度Ⱥ，自ࢄ主

張，ឰ論好きなどをລްしɛうとするものȺある「

語的性」との間にɂò½®70 の （ด崎 ¬ 200¶） ᄾ関を

ᇉすことが報֖Ȩɟているǿɑた，ާ藤 （2014） がᚐȶ

た，5つのᚐ動ढ態 （アサーʐィブ，的，主張的，

間的，ᅽፅ的） にᄾछするщ体的な発内߁を文ቛȺ

૬ᇉし，ȰのΈႊ᭄度を尋ɀた研究からɂ，アサーʐィ

ブと共感性との間にɂ関Ρɂ認ɔらɟなかȶたǿこのこ

とから，発のΈႊ᭄度からたアサーʐィブɂ，Փ好

的な感情ɗঢ়情，̠いの人൏߰の持ȴがͧɢない੫

ᚓаᚐټの自ࢄ表現Ⱥあり，ि఼の自߰ͅに基づく適

Ғな自ࢄ表現とɂႱなるものȺあȶたと考えらɟる （ާ

藤 ¬ 2014）ǿɑたÍãÃáòôáî ¦ Èáòçéå （2004） も，アサー

ションと९いɗりスキルにɂ関連がないことをᇉしてい

るǿこのɛうに，アサーションと性の分ᫌが主張性

尺度の一つのᝥᭉȺあるǿアサーションと性の分ᫌ

をٌᫍにしている一因ɂ，性ಐ特性としての性の活

動性・ሥ性といȶたϫ面がアサーʐィブᚐ動，アグレッ

シブᚐ動のՔ方と関ΡがあることȺあると考えらɟる 

（ႊ ・ై٪中 ¬ 2004）ǿɛȶて，性と高いᄾ関をᇉす，

ᚐ動面だけをລްする尺度Ⱥɂアサーションを正ᆬにɂ

સえらɟていない可能性があるǿᚐ動的ϫ面だけȺなく，

情動的ϫ面ɗ認知的ϫ面からみる視点が主張性にɂ॒要

Ⱥあるǿ

　͏上から，「ͅ者ᥓਁ」が主張性のകॡのᚐ動的ϫ面

ɗ情動的ϫ面と対し合い，性の˩ͱ因子Ⱥある「୦

意」とऐい正のᄾ関がらɟることɂ主張性のകॡと一

ᒵȮȭ，この尺度の「ͅ者ᥓਁ」ɂアサーションを᩼害

することが分かȶているͅऺ的なᚐ動傾向 （˧田村・

田 ¬ 200¶） に近いϫ面をລるᬱ目となȶている可能性が

考えらɟるǿɑた，ຝ部 （2013） も「ͅ者ᥓਁ」ɂ本఼

ͅ者の意ɗ感情を߰するたɔにᚐɢɟるものȺある

ɂȭが，ͅ者ɗٍ֚に関॑を向けるሌ度をລްする内߁

となȶていることをᝥᭉとしてમȥているǿ

　このɛうな点から，主張性の理論的要件の一つȺある

「ͅ者ɗ状況ɋのᥓਁに基づいた౬ᢅな対応」ɂ，自

的に，ͅ者のလᄽな表現ɗͅ者の主体性をՙけоɟる姿

ӯをもȴ，ᚐ動Ⱥきているかをລްするᬱ目，つɑり，

修正版主張性の 4要件尺度のᚐ動的ϫ面ɗ情動的ϫ面を

ລްする因子ɗ，日本版 ÂõóóÐåòòù 性質ץጤの「୦

意」と独した因子に改編する॒要があると考えるǿɛȶ

て本研究Ⱥɂ，修正版主張性の 4 要件尺度を基に主張性

における「ͅ者ᥓਁ」のᬱ目を改編することȺ，ɛり理

論的കॡと一ᒵした主張性尺度を作成することとするǿ

Ȩらに，Ȱの尺度のαᭅ性，ܵछ性を検討するたɔ，日

本版 ÂõóóÐåòòù 性質ץጤとࢳႊアサーション尺

度との関連を検討するǿ

Ⅱ． 方法
1. 調査協力者と手続き
学生にア۾学生おɛび۾学に在する۾山ᅇ内のߋ

ンケートɋのԦ力をΗᭅしたǿ質ץጤ調査ɂ 2017 ࢳ 10

ఌから 11 ఌにᚐɢɟ，調査Վӏ者ɂ႒性 243 名，ܤ

性 204 名，˪明 5 名の合 452 名Ⱥあり，ࢳ٫ࢲᳮɂ

19®10 ද （SÄ½1®20） Ⱥあȶたǿ

アンケートɂ，۾学のផᏲɗ۹くの学生がҟႊする学内

のஃᜫにおいて質ץጤをᥓ͇し，調査対象者に回ኌをΗ

ᭅしたǿ回ኌの᪨にɂ，調査ɂԘ名Ⱥᚐɢɟρ人が特ް

Ȩɟることɂないこと，回ኌするかքかɂ本人の自ႏȺ

あり回ኌをᢷᣝしても˪ҟᄬをᚱることɂないこと等を

調査ႊጤに明記し，合意を得た上Ⱥ回ኌしてもらȶたǿ

2. 調査内容　
1） 改訂された修正版主張性の４要件尺度　「ͅ者ᥓਁ」

のᬱ目すべて （ᬱ目Ⴍհ 2，5，¶，7， 10，17，22，28，

31，37 とፀ果の１）にᇉしたҭȨɟた「ͅ者ᥓਁ」ᬱ目） 

と，一部ᕹを分かりɗすく （“ི理なᭅɑɟȧと”ơ

“どうしてもݲなᭅɑɟȧと”） 改編した修正版主張性の

ᴱ要件尺度をႊいた （Ôáâìå 1）ǿ「ͅ者ᥓਁ」のᬱ目ɂ，

Ұԡの状況をᝢ明する部分ɂаᚐ研究と۰えȭ，аᚐ研

究Ⱥɂ“ᄾਖ਼との関Ρがどうなるかを考える”ɗ“ᄾਖ਼

の̾のൡݲをລする”などとなȶていたऻԡ部分を，

自ࢄ表現をᚐう᪨のᄾਖ਼の感情ɗᄾਖ਼との関Ρ性，ٍ֚

の状況の考ਁを表し，かつͅऺ的なᚐ動傾向をລらない

ᬱ目となるɛう，“ᄾਖ਼の持ȴも考えたͤえ方をする”

ɗ“ᄾਖ਼も自分もጞ得のいく方ศを考える”などに改編
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Æ1 Æ2 Æ3 Æ4 Í SÄ 共通性

素直な表現 （ğ ½®82） 

24
ᄾਖ਼と自分の意がᤏうとき，ᄾਖ਼に対してどう対応したらɛいか，自

分ȺҜする
.78 ®12 ®17 ®11 3®90 0®89 ®52

25 ᄾਖ਼と自分の意がᤏうときɂ，Ȱのɛうな意を持ȶた理ႏをᝢ明する .64 ®12 ®04 ®09 3®84 1®00 ®47

32 ᄾਖ਼と自分の意がᤏうときɂ，自分の意をጨᄽにう .62 ®10 ®21 ®05 3®¶9 1®02 ®52

35
៴した物をᣌしてもらえないときɂ，ٌȶているという持ȴをᄾਖ਼に

ͤえる
.61 ®02 ®01 ®13 3®92 0®98 ®34

14
どうしてもݲなことをᭅɑɟたとき，ᄾਖ਼に対してどう対応したらɛい

か，自分ȺҜする
.61 ®14 ®12 ®24 3®87 0®9¶ ®39

23 ៴した物をᣌしてもらえないときɂ，ᣌしてඕしい理ႏをᝢ明する .60 ®17 ®08 ®1¶ 3®93 1®04 ®42

34 どうしてもݲなᭅɑɟȧとをȨɟたら，Ⱥきない理ႏをᝢ明する .53 ®18 ®05 ®08 3®9¶ 0®99 ®38

19
ᄾਖ਼と自分の意がᤏうときɂ，なȯᄾਖ਼がȰのɛうな意を持ȶたの

かをたȭɀる
.48 ®10 ®08 ®10 3®57 1®10 ®29

3¶
ᄾਖ਼と自分の意がᤏうとき，ٍ֚のٍにํȨɟȭ自分の考えた通

りにᚐ動Ⱥきる
.42 ®01 ®34 ®19 3®41 1®07 ®55

1¶ ៴した物をᣌしてもらえないと，˪ާな持ȴになる .37 ®09 ®33 ®30 3®88 1®12 ®22

9
៴した物をᣌしてもらえないとき，ٍ֚のٍにํȨɟȭ自分の考え

た通りにᚐ動Ⱥきる
.32 ®0¶ ®23 ®22 3®54 1®11 ®39

他者配慮 （ğ ½®88） 

22 ᄾਖ਼とႱなる意をうとき，ᄾਖ਼の持ȴも考えたͤえ方をする ®02 .81 ®09 ®07 3®79 0®91 ®¶1

37
どうしてもݲなᭅɑɟȧとをるとき，ᄾਖ਼の持ȴも考えたͤえ方を

する
®03 .75 ®0¶ ®02 3®71 0®9¶ ®58

17 ៴していた物を「ᣌしてඕしい」とうとき，ᄾਖ਼の状況も考える ®09 .73 ®01 ®05 3®74 0®94 ®49

31 どうしてもݲなᭅɑɟȧとをɠうとするとき，ᄾਖ਼の状況も考える ®05 .67 ®12 ®11 3®71 0®9¶ ®53

5
៴していた物を「ᣌしてඕしい」とうとき，ᄾਖ਼の持ȴも考えたͤ

え方をする
®01 .66 ®05 ®02 3®87 1®00 ®45

10 ᄾਖ਼とႱなる意をうとき，ᄾਖ਼の状況も考える ®00 .61 ®01 ®19 3®93 0®92 ®45

7
៴していた物をᣌしてもらえないとき，ᄾਖ਼も自分もጞ得のいく方ศを

考える
®02 .53 ®12 ®12 3®55 1®10 ®34

¶ ᄾਖ਼と自分の意がᤏうとき，ᚡಘɗ代ఉಘを考える ®17 .48 ®05 ®03 3®94 0®92 ®35

28
どうしてもݲなᭅɑɟȧとをȨɟたとき，ᄾਖ਼も自分もጞ得のいく方ศ

を考える
®24 .44 ®09 ®08 3®5¶ 0®95 ®38

2 ៴していた物を「ᣌしてඕしい」とうとき，ᄾਖ਼のい分ɂሥ的にきく ®0¶ .43 ®09 ®17 3®73 1®10 ®20

主体性 （ğ ½®87） 

2¶
どうしてもݲなことをᭅɑɟたときȺも，ᄾਖ਼ɗٍ֚の人に合ɢȮてᚐ

動してしɑう ª
®11 ®10 -.96 ®17 2®97 1®19 ®72

27
ᄾਖ਼と自分の意がᤏうときȺも，ᄾਖ਼ɗٍ֚の人に合ɢȮてᚐ動して

しɑう ª
®00 ®02 -.88 ®15 3®08 1®10 ®¶8

38
៴した物をᣌしてもらえないときȺも，ᄾਖ਼ɗٍ֚の人に合ɢȮてᚐ動

してしɑう ª
®05 ®09 -.69 ®08 2®92 1®15 ®47

15 ᄾਖ਼と自分の意がᤏうとき，自分の意をうことにऻɟする ª ®11 ®18 -.54 ®03 3®22 1®25 ®41

21 どうしてもݲなᭅɑɟȧとをȨɟたとき，るのɂ፯張する ª ®10 ®17 -.52 ®29 3®5¶ 1®23 ®50

20 ᄾਖ਼と自分の意がᤏうと，˪ާな持ȴになる ª ®12 ®03 -.48 ®33 3®27 1®20 ®43

4 どうしてもݲなᭅɑɟȧとをȨɟたら，「Ⱥきない」とጨᄽにう ®17 ®13 .47 ®0¶ 3®7¶ 1®1¶ ®30

33 ៴した物をᣌしてもらえないとき，「ᣌしてඕしい」とうのɂ፯張する ª ®01 ®18 -.45 ®2¶ 3®3¶ 1®27 ®41

18
どうしてもݲなことをᭅɑɟたとき，ٍ֚のٍにํȨɟȭ自分の考

えた通りにᚐ動Ⱥきる
®27 ®12 .41 ®15 3®49 1®0¶ ®49

情動制御 （ğ ½®¶9） 

29
どうしてもݲなᭅɑɟȧとをȨɟたときȺも，いつもどおりにᕶȴ着い

て対ѿȺきる
®11 ®14 ®01 .62 3®27 1®05 ®50

30 ᄾਖ਼と自分の意がႱなȶても，いつもどおりにࢲȺいらɟる ®10 ®09 ®14 .55 3®41 1®07 ®49

1
៴した物をᣌしてもらえないときȺも，いつもどおりにᕶȴ着いて対ѿ

Ⱥきる
®1¶ ®28 ®01 .52 3®¶5 1®19 ®30

因子߆˫   ¶®24 5®¶3 5®44 3®78

因子間ᄾ関　 Æ1 Æ2 Æ3 Æ4

Æ1 1®00 ®49 ®40 ®40

Æ2 1®00 ®13 ®13

Æ3 1®00 ®47

Æ4 1®00

า） ª ᣡᢆᬱ目

Table 1 改定された修正版主張性尺度の因子分析結果
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したものをႊいたǿ改Ȩɟた修正版主張性のᴱ要件尺

度ɂ，「လᄽな表現」「情動Ҥॅ」「ͅ者ᥓਁ」「主体性」

の 4つの˩ͱ尺度からなるとްȨɟる，38 ᬱ目にɛȶ

てഫ成Ȩɟるǿ質ץ教ᇉɂ，͏˩の文ɂ，̾のあなたに

どのくらいछてɂɑりɑすかᴼ「 1 º あてɂɑらない」

～「 5 º あてɂɑる」の中からȰうだと९うものに 1つ，

ǲをつけて˩Ȩい，としたǿここȺɂ，Ձ版Ⱥある修正

版主張性のᴱ要件尺度にならい“あてɂɑる”“ɗɗあ

てɂɑる”“どȴらともいえない”“あɑりあてɂɑらな

い”“あてɂɑらない”の 5件ศȺ回ኌをɔたǿ

2） 青年用アサーション尺度　ဝང・越智・ਗ਼能・石川 

（2001） にɛȶて作成Ȩɟた尺度Ⱥあるǿ「関Ρढ成因子」

と「ᝢ得̬ຒ因子」の 2 つの˩ͱ尺度からなる 1¶ ᬱ目

にɛȶてഫ成ȨɟているǿここȺɂ，аᚐ研究にώい“॒

ȭȰうする”から“ɑȶたくȰうしない”ɑȺの 5 件ศ

Ⱥ回ኌをɔたǿ

3） 日本版 Buss-Perry 攻撃性質問紙 （BAQ）　ާ藤・ఇ

ਾ・山崎・ࡀ井・ࡥ田・ޥ津జ・۾ᓴ・٪井 （1999） にɛȶ

て作成Ȩɟた尺度Ⱥあるǿ「ᅽ」「୦意」「ᡵ体的」

「語的」の 4つの˩ͱ尺度からなる 24 ᬱ目にɛȶ

てഫ成ȨɟているǿここȺɂ，аᚐ研究にώい “ࢠに

ɛくあてɂɑる”から“ɑȶたくあてɂɑらない”の 5

件ศȺ回ኌをɔたǿ

Ⅲ．結果
1. 尺度の因子構造と信頼性
　改Ȩɟた修正版主張性のᴱ要件尺度の因子ഫᣲを検

討するたɔ，ḧ改Ȩɟた修正版主張性のᴱ要件尺度に

おいて，ఊศ，プロʨックス回ᢆにɛる因子分析をᚐȶ

たǿɑた，Ȱのഫ成കॡܵछ性を検討するたɔにႊい

たḨ日本版 ÂõóóÐåòòù 性質ץጤ，ḩࢳႊアサー

ション尺度においても因子分析をᚐȶたǿ

1）改訂された修正版主張性の４要件尺度　
　ఊศにɛる因子分析をᚐȶたǿِ Ϗのນが9®00，

5®90，2®11，1®55，1®27，1®14…Ⱥあることと主張性のഫ

成കॡから，аᚐ研究պറに，4 因子ᜓをɔることが

ܵछȺあるとҜしたǿȰこȺ，4 因子ᜓをްしఊ

ศ，プロʨックス回ᢆにɛる因子分析をᚐȶたとこɠ，

いくつかのᬱ目がҭȨɟたǿɑȭ，аᚐ研究Ⱥɂ「主

体性」のᬱ目Ⱥある“៴した物をᣌしてもらえないとき，

ᄾਖ਼に対してどう対応したらɛいか，自分ȺҜする”，

「ጨᄽな表現」のᬱ目Ⱥある“៴した物をᣌしてもらえ

ないときɂ，「ᣌしてඕしい」とጨᄽにう”，「情動Ҥॅ」

のᬱ目Ⱥある“どうしてもいɗなᭅɑɟȧとをȨɟると，

˪ާな持ȴになる”，Ȩらに̾回修正した「ͅ者ᥓਁ」

のᬱ目Ⱥある“ᄾਖ਼と自分の意がᤏうとき，自分の意

をうɂᄾਖ਼の意もきこうとする”ɂ，ۿ井効果

の傾向がらɟたたɔ外Ȩɟたǿɑた，「ͅ者ᥓਁ」

のᬱ目Ⱥある“どうしてもݲなᭅɑɟȧとをȨɟたとき，

ᄾਖ਼のᝈɂሥ的にきく”ɂᛓ២ᔸの傾向がらɟた

たɔ外Ȩɟたǿ͏ 上5ᬱ目をき，ѓ度因子分析をᚐȶ

たとこɠ，4 因子にɛる回ᢆҰのጮሥ߆˫လɂ 50®80¥

Ⱥあȶた （Ôáâìå 1）ǿɑた，ÃÆI ɂ ®88，ÒÍSÅÁɂ ®0¶

となȶたǿቼ 1因子ɂ“ᄾਖ਼と自分の意がᤏうときɂ，

自分の意をጨᄽにう”ɗ“ᄾਖ਼と自分の意がᤏう

ときɂ，Ȱのɛうな意を持ȶた理ႏをᝢ明する”といȶ

たᬱ目からഫ成Ȩɟており，аᚐ研究とպറに「ጨᄽな

表現」と֤名したǿቼ 2 因子ɂ“ᄾਖ਼とႱなる意を

うとき，ᄾਖ਼の持ȴも考えたͤえ方をする”ɗ“៴し

ていたもの「ᣌしてɎしい」とうとき，ᄾਖ਼の状況も

考える”といȶたᬱ目からഫ成Ȩɟており，аᚐ研究と

պറに「ͅ者ᥓਁ」と֤名したǿቼ 3 因子ɂ“どうして

もݲなことをᭅɑɟたときȺも，ᄾਖ਼ɗٍ֚の人に合ɢ

Ȯてᚐ動してしɑう （Օᢆᬱ目）”ɗ“どうしてもݲな

ᭅɑɟȧとをȨɟたら，「Ⱥきない」とጨᄽにう”といȶ

たᬱ目からഫ成Ȩɟており，аᚐ研究とպറに「主体性」

と֤名したǿቼ 4因子ɂ“どうしてもݲなᭅɑɟȧとを

ȨɟたときȺも，いつもどおりにᕶȴ着いて対ѿȺきる”

ɗ“ᄾਖ਼と自分の意がႱなȶても，いつも通りにࢲ

Ⱥいらɟる”といȶたᬱ目からഫ成Ȩɟており，аᚐ研

究とպറに「情動Ҥॅ」と֤名したǿクロンʚックのğ

Ρୣをյ因子Ⱥአҋしたとこɠ，ቼ 1 因子からቼ 4 因子

ɑȺᬲに ®82，®88，®87，®¶9 となȶたǿ

2）日本版 Buss-Perry 攻撃性質問紙　
　日本版 ÂõóóÐåòòù 性質ץጤのյ質ץにおいて，

因子分析（ఊศ，プロʨックス回ᢆ）をᚐȶたとこɠ，

ާ藤ら （1999） とպറ，4 因子がҋȨɟたǿ因子២ᔸ

ᦀの小Ȩい 1ᬱ目をҭし，ѓ度因子分析をᚐい，因子

ᜓ釈可能性を考ਁして，4 因子ᜓをႊした （Ôáâìå 2）ǿ

　ቼ 1因子ɂ，「୦意 （ğ ½®77）」，ቼ 2因子ɂ，「ᅽ （ğ

½®80）」，ቼ3因子ɂ，「ᡵ体的 （ğ½®78）」，ቼ4因子ɂ，

「語的 （ğ ½®¶9）」とȰɟȱɟ֤名したǿ因子間ᄾ

関ɂ，®03 （「ᅽ」「語的」間） から ®54 （「୦意」「ᅽ

」及び「୦意」「ᡵ体的」間） Ⱥあȶたǿ

3）青年用アサーション尺度　
　ࢳႊアサーション尺度のյ質ץにおいて，主成分分

析をᚐȶたǿ因子២ᔸᦀの小Ȩい 2 ᬱ目をҭしѓ度因

子分析をᚐȶたとこɠすべてのᬱ目がቼ一主成分に߆˫

していたǿ因子ɂğ ½®78 Ⱥあȶた （Ôáâìå 3）ǿаᚐ研究

Ⱥɂ 2 因子がҋȨɟることが۹い （ဝངら ¬ 2001» ຝ

部 田ࢶ・࣍͜ «2013¬ ¬ 2014 など） が，2因子をްして

因子分析 （ఊศ・プロʨックス回ᢆ） をᚐȶたとこɠ

ğΡୣが ®75，®52 と，特にቼ 2因子のϏがԚ分Ⱥɂなかȶ

たたɔ，本研究Ⱥɂ 1 因子ᜓをႊしたǿ

2. 妥当性の検討
　改Ȩɟた修正版主張性のᴱ要件尺度のܵछ性を検

討するたɔ，改Ȩɟた修正版主張性のᴱ要件尺度の

˩ͱ尺度と日本版 ÂõóóÐåòòù 性質ץጤ，ࢳႊ

アサーション尺度の˩ͱ尺度とのᄾ関Ρୣをአҋした 
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Table 2 日本語版 Buss-Perry 攻撃性質問紙の因子分析結果
Æ1 Æ2 Æ3 Æ4 Í SÄ 共通性

短気 （ğ ½®77） 

¶ かȶとなることをੱえることがᫍしいときがある .81 ®05 ®11 ®04 2®79 1®1¶ ®54

8 ɃかにȨɟると，すȣᭀにᚌがのぼる .76 ®01 ®02 ®09 2®59 1®12 ®59

13 たいした理ႏもなくかȶとなることがある .62 ®00 ®09 ®17 2®53 1®21 ®47

11 いらいらしていると，すȣにҋる .61 ®01 ®20 ®17 3®35 1®09 ®31

4 ȴょȶとしたい合いȺも，ۦが۾きくなる .45 ®0¶ ®12 ®29 2®87 1®12 ®2¶

24 かȶとなȶて，物をەしたくなることがある .36 ®07 ®28 ®05 2®¶2 1®33 ®3¶

敵意 （ğ ½®80） 

15 ᇹをݲȶている人ɂፀഫいると९う ®05 .84 ®02 ®03 3®28 1®03 ®¶8

23
Փ人の中にɂ，ᇹのことを᪒Ⱥあɟこɟȶている人がいるかもしɟな

い
®04 .66 ®04 ®0¶ 3®20 1®11 ®45

7 ᪒Ⱥ人からታɢɟているɛうに९うことがある ®18 .60 ®10 ®15 3®35 1®19 ®50

10 ᇹをᔍしɔɛうと९ȶている人ɂいない ª ®08 -.56 ®0¶ ®01 3®0¶ 1®12 ®29

1¶ 人とɛく意が対する ®01 .54 ®0¶ ®32 2®¶7 ®94 ®42

18 人からɃかにȨɟたり，意地মȨɟたと感ȫたことɂɎとɦどない ª ®07 -.49 ®00 ®03 2®5¶ 1®10 ®21

20 いな人にҋ会うことが۹いݲ ®21 .37 ®07 ®03 2®¶2 1®10 ®30

身体的攻撃 （ğ ½®78） 

19 ൏ҟをަるたɔにɂ௪力もɗɓを得ないと९う ®18 ®04 .71 ®01 2®47 1®19 ®41

17 人をなȣりたいという持ȴになることがある ®20 ®09 .59 ®0¶ 2®23 1®21 ®58

14 ભ発Ȩɟたら，ᄾਖ਼をなȣりたくなるかもしɟない ®33 ®03 .58 ®05 2®40 1®28 ®¶2

21 なȣらɟたら，なȣりᣌすと९う ®03 ®04 .58 ®23 2®72 1®34 ®44

2 どɦな場合Ⱥも，௪力に正छな理ႏがあるとɂ९えない ª ®2¶ ®10 -.57 ®05 3®48 1®17 ®25

5 ᄾਖ਼がаにਖ਼をҋしたとしても，ɗりかえȨない ª ®11 ®19 -.45 ®13 2®95 1®13 ®25

言語的攻撃 （ğ ½®70） 

9 Փ人の意に᠆成Ⱥきないときにɂ，ɂȶきりう ®0¶ ®04 ®08 .69 3®19 1®01 ®50

22 自分の൏ҟɂᤕਁしないȺ主張する ®07 ®07 ®19 .59 3®1¶ 1®07 ®41

3 ᝤかに˪फ़なことをȨɟたら，˪फ़だとɂȶきりう ®09 ®15 ®08 .56 3®14 1®04 ®34

1 意が対したときɂ，ឰ論しないとがすɑない ®11 ®13 ®07 .56 2®99 1®14 ®34

因子߆˫   4®20 3®82 3®5¶ 1®93

因子間ᄾ関  Æ1 Æ2 Æ3 Æ4

Æ1 1®00 ®54 ®54 ®03

Æ2 1®00 ®38 ®03

Æ3 1®00 ®17

Æ4 1®00

า） ª ᣡᢆᬱ目

Table 3 青年用アサーション尺度の因子分析結果

Æ1 Í SÄ 共通性

アサーション （ğ ½®78）

12 人ୣのᝈし合いの場ȺɦȺ意をᣖべるߵ .64 3®03 1®09  ®41

15 自分に分からないことがあɟɃ，ᝢ明をɔる .61 3®72 0®92  ®37

13 好意を持ȶたᄾਖ਼にɂ自分からᝈしける .61 3®09 1®15  ®37

11 なᝈのᣩ中Ⱥ口をɂȨɑɟたらᝈがጶɢるɑȺशȶてくɟるɛうにう̜۾ .55 2®72 1®10  ®31

9 َȁしく˪正な人がいたら，Ȱの人にา意する .55 2®¶4 1®00  ®31

14 ͅ人からᜓȨɟたら，ᜓがᜓけるɛうにᝈをする .54 3®¶5 0®99  ®29

5 Փᤎにᭅみ̜をしたいにɂጨᄽにう .53 3®94 0®91  ®28

7 好きな人にɂလᄽにঢ়情ɗ好意をᇉす .50 3®37 1®18  ®25

10 Փᤎのいいとこɠをつけたらလᄽにᝑɔる .50 3®78 0®91  ®25

1 ៳ȶたֿףにඑがあȶたら̬૰してもらう .47 3®35 1®02  ®22

2 ᜆにՕ対ȨɟȰうなことȺも॒要ならᜆにう .44 3®75 1®04  ®20

¶ Փᤎの᥆合を一方的にઃしつけらɟたɂる .44 3®42 0®95  ®19

3 ӣऐしているに᪬Ⱥ᮶いȺいる人がいてもͷもɢない ª -.37 3®49 1®04  ®14

8 а生からᒆのつɛうなことをɢɟてもȶている ª -.37 3®4¶ 1®12  ®14

因子߆˫   3®72

า） ª ᣡᢆᬱ目
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（Ôáâìå 4）ǿ

　Ȱのፀ果，̾回修正した「ͅ者ᥓਁ」のᬱ目ɂ「ጨᄽ

な表現」 （ò½®51¬ ð¼®01），「情動Ҥॅ」 （ò½®38¬ ð¼®01） と

ɂ正のᄾ関をᇉし，「主体性」 （ò½®10¬ ð¼®05） とɂऍい

២のᄾ関をᇉしたǿɑた，日本版 ÂõóóÐåòòù 性質

，ጤの「ᅽ」 （ò½®08¬ ð¼®10），「୦意」 （ò½®04¬ ð≥®10）ץ

「ᡵ体的」 （ò½®09¬ ð¼®10） との間にɂɎとɦど関連

がᇉȨɟȭ，「語的」 （ò½®12¬ ð¼®01） とɂ正のᄾ

関をᇉしたǿȰして，ࢳႊアサーション尺度 （ò½®18¬ 

ð¼®01） とɂ正のᄾ関をᇉしたǿɑた，日本版 Âõóó

Ðåòòù 性質ץጤのすべての˩ͱ尺度ɂࢳႊアサー

ション尺度と正のᄾ関をᇉした一方，修正版主張性のᴱ

要件尺度の「ͅ者ᥓਁ」͏外の˩ͱ尺度とɂ，「語的

」と正のᄾ関がᇉȨɟただけȺ，Ȱのͅの˩ͱ尺度

とɂ意な関連ɂᇉȨɟなかȶたǿ

Ⅳ． 考察
　本研究の目的ɂ，修正版主張性の 4要件尺度における

「ͅ者ᥓਁ」を，自的に，ͅ者のလᄽな表現ɗͅ者の

主体性をՙけоɟる姿ӯをもȴ，ᚐ動Ⱥきているかをລ

ްするᬱ目となるɛう改編することȺ，ɛり理論的കॡ

と一ᒵした主張性尺度を作成し，Ȱの尺度のαᭅ性，ܵ

छ性を検討することȺあȶたǿ

　改Ȩɟた修正版主張性のᴱ要件尺度の因子ഫᣲを検

討するたɔ，ఊศ，プロʨックス回ᢆにɛる因子分析

をᚐȶたፀ果，一部ᬱ目のሉ動がらɟたが，修正版主

張性のᴱ要件尺度とպറに 4 つの因子からഫ成Ȩɟる

ことがᇉȨɟたǿյ˩ͱ尺度ȺğΡୣをአҋしたとこ

ɠ，®¶9―®88 Ⱥあり，一部ɗɗͲɔのϏがらɟたもの

の，̾回修正した「ͅ者ᥓਁ」の˩ͱᬱ目に関してɂ，

井効果とᛓ២ᔸの傾向がらɟたۿ 2ᬱ目を外した

とこɠ，因子としてɛいɑとɑりをᇉしたǿ

　ğΡୣが ®70 を˩回ȶた「情動Ҥॅ」ᬱ目ɂ，аᚐ研

究Ⱥɂ ®81 をᇉしていた （ຝ部 ¬ 2013）ǿ「情動Ҥॅ」ᬱ

目ɂ一部ᕹを分かりɗすく۰した （“ི理なᭅɑɟ

ȧと”ơ“どうしてもݲなᭅɑɟȧと”） ものの，内߁

についてɂ۰していないǿ因子分析のፀ果，аᚐ研究

Ⱥɂ「情動Ҥॅ」に分᭒Ȩɟていた۹くのᬱ目が「主体

性」にሉ動し，「情動Ҥॅ」のᬱ目ɂ 9 ᬱ目から 3 ᬱ目

にນߵしたǿ本研究Ⱥɂ「主体性」に分᭒Ȩɟたがаᚐ

研究Ⱥɂ「情動Ҥॅ」に分᭒Ȩɟていたᬱ目ɂ，፯張ɗ

˪ާ，ऻɟを表すᬱ目Ⱥあȶたǿ一方аᚐ研究におい

ても本研究においても「情動Ҥॅ」に分᭒Ȩɟたᬱ目ɂ，

ᕶȴ着いて対ѿ可能か，ࢲȺいらɟるかを尋ɀるᬱ目

Ⱥあȶたǿຝ部 （2013） ɂ，「情動Ҥॅ」ɂ主張性の情

動的ϫ面に，「主体性」ɂ主張性の認知的ϫ面に，Ȱɟ

ȱɟᝉछするとᣖべているǿこのことから，፯張ɗ˪ާ，

ऻɟɂ認知的なϫ面を持ȴ，情動的ϫ面ɂᕶȴ着いた

態度ɗࢲȨなどのሶ発的Ⱥੱえらɟないものにɛȶて

ລることがҋ఼る要ጨȺあるとລȨɟるǿȰのたɔ，

аᚐ研究Ⱥɂ「情動Ҥॅ」にֆɑɟていたᬱ目が「主体

性」のᬱ目とպ一の因子にоȶたのだと考えらɟるǿこ

ɟが「情動Ҥॅ」因子のğΡୣをͲ˩ȨȮた一因Ⱥある

と考えらɟるǿこのɛうに本尺度の内的一៩性ɂࢠに

高いϏとɂえないたɔ，ፀ果のᜓ釈ɂ৳にᚐう॒要

があるだɠうǿ

　ܵछ性の検ᜳに関し，本研究Ⱥɂպ尺度内Ⱥの因子間

ᄾ関と，こɟɑȺ۹くの主張性研究Ⱥႊいらɟてきたဝ

ངら （2001） の作成したࢳႊアサーション尺度 （Ձ・

ಭ田 ¬ 2017» 高倉・ဝང ¬ 2015» 堀・本 ¬ 2013 など） ，

Ȩらにާ藤ら （1999） の作成した日本版 ÂõóóÐåòòù 

性質ץጤをႊいて，ഫ成കॡܵछ性を検討することと

したǿ

　ɑȭ，改Ȩɟた修正版主張性のᴱ要件尺度のഫ成ക

ॡܵछ性を検討するたɔ，改Ȩɟた修正版主張性の 4

要件尺度の˩ͱ因子間のᄾ関ΡୣをአҋしたǿȰのፀ果，

̾回修正した「ͅ者ᥓਁ」ɂ，主張性のᚐ動的ϫ面Ⱥあ

Table 4　3 つの尺度の因子別得点の相関係数

改訂された修正版主張性の 4要件尺度 青年用アサー
ション尺度 日本版 Buss-Perry 攻撃性質問紙

素直な表現 他者配慮 主体性 情動制御 短気 敵意 身体的攻撃 言語的攻撃
素直な表現 1®00

他者配慮 ®51 ªª 1®00

主体性 ®32 ªª ®10 ª 1®00

情動制御 ®43 ªª ®38 ªª ®32 ªª 1®00

アサーション ®2¶ ªª ®18 ªª ®11 ª ®14 ªª 1®00

短気 ®05 ®08 « ®10 ª ®1¶ ªª ®70 ªª 1®00

敵意 ®03 ®04 ®08 « ®08 « ®73 ªª ®82 ªª 1®00

身体的攻撃 ®00 ®09 « ®0¶ ®02 ®¶7 ªª ®78 ªª ®74 ªª 1®00

言語的攻撃 ®30 ªª ®12 ªª ®24 ªª ®1¶ ªª ®89 ªª ®¶8 ªª ®¶9 ªª ®¶8 ªª 1®00

ªª ð ¼ ®01¬ ª ð  ¼ ®05¬ « ð  ¼ ®10
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る「ጨᄽな表現」 （ò½®51¬ ð¼®01），情動的ϫ面Ⱥある「情

動Ҥॅ」 （ò½®38¬ ð¼®01） とɂ正のᄾ関をᇉし，認知的ϫ

面Ⱥある「主体性」 （ò½®10¬ ð¼®05） とɂऍい២のᄾ関を

ᇉしたǿɑた，主張性のᚐ動面をລްするࢳႊアサー

ション尺度 （ò½®18¬ ð¼®01） とɂ正のᄾ関をᇉしたǿこの

ことから，尺度の修正にɛȶて，主張性の認知的ϫ面の

ひとつȺある「ͅ者ᥓਁ」が主張性のᚐ動的ϫ面ɗ情動

的ϫ面，Ȱのͅの認知的ϫ面を᩼害しない尺度になȶた

といえるǿ

　ɑた，「ͅ者ᥓਁ」と日本版 ÂõóóÐåòòù 性質ץ

ጤの「ᅽ」 （ò½®08¬ ð¼®10），「୦意」 （ò½®04¬ ð≥®10），「ᡵ

体的」 （ò½®09¬ ð¼®10） との間にɂɎとɦど関連がᇉ

Ȩɟなかȶたǿ一方，「語的」 （ò½®12¬ ð¼®01） と

ɢȭかに正の関連がᇉȨɟたが，おおɓɀͅ者ᥓਁと

性ɂࣳ別Ⱥきたと考えらɟるǿただ，語的とͅ

者ᥓਁとの関連の小ȨȨが̾ऻも検ᜳȨɟるのかɂา視

していく॒要があるǿ一方，性の一ϫ面Ⱥある「

語的」についてɂ͏˩のɛうな視点もあȥることが

Ⱥきるǿ「語的」のᬱ目ɂ，“Փ人の意に᠆成Ⱥ

きないときにɂ，ɂȶきりう”，“自分の൏ҟɂᤕਁし

ないȺ主張する”，“ᝤかに˪फ़なことをȨɟたら，˪

फ़だとɂȶきりう”，“意が対したときɂ，ឰ論

しないとがすɑない”の 4ᬱ目からഫ成Ȩɟるǿ石Ձ 

（2014） ɂ，ありのɑɑの自分をՙけоɟることȺある

「自ࢄՙ߁」から「語的」に正の関連性がᇉȨɟ

たことから，「自ࢄՙ߁」の高Ȩɂ自分ɋの自αにつな

がり，自分に自αがあることȺ自ࢄの明ᆬな表ҋが可能

となり，「語的」をするとᣖべているǿつɑり，

「語的」ɂᜊ的Ⱥѯなᚐ動と関連する適Ғな

的ϫ面Ⱥある （石Ձ ¬ 2014）ǿɑた，༭口 （2017） ɂ

語的の能動的・Օ応的ᚐ動のᝢ明လがͲいこ

とから，日本版 ÂõóóÐåòòù 性質ץጤの「語的

」ɂ自ࢄの൏ҟがΞ害Ȩɟる，ͅ者と意がႱなるな

どの対人ᕼ藤̜態Ⱥ自ࢄのඕを主張するという，主張

ᚐ動をລްするものȺあるとᣖべているǿ͏上から，日

本版 ÂõóóÐåòòù 性質ץጤの「語的」ɂ能動

的・Օ応的ᚐ動とɂᎢがらない適Ғな的ϫ面，

あるいɂ主張ᚐ動をລްしていると考えらɟるǿこのこ

とから，「語的」と主張性ɂ独すべき因子Ⱥɂ

なく関連のある因子Ⱥあると考えらɟ，本研究において

修正Ȩɟた修正版主張性のᴱ要件尺度のпての˩ͱ因子

と正のᄾ関がᇉȨɟたことɂུ॒的Ⱥあȶたと考えらɟ

るǿ͏上のことから，「ͅ者ᥓਁ」ɂ性と独した

因子となり，主張性の理論的കॡと一ᒵしたᬱ目に近づ

いたと考えらɟるǿ

　本研究Ⱥɂ，ɛり理論的കॡと一ᒵした主張性尺度を

作成するたɔ，主張性の認知的ϫ面の一つȺある，ͅ者

のလᄽな表現ɗͅ者の主体性をሥ的にՙけоɟる姿ӯ

のሌ度をລる新たなᬱ目Ᏸを૬ಘしたǿしかし，改編し

た尺度のαᭅ性・ܵछ性の検討ɂ̾ऻもऀき続き検討の

ͺ地があるǿえɃ，因子分析のፀ果，改編した尺度の

˩ͱ因子のᬱ目ୣにɃらつきがҋたǿ特に，「情動Ҥॅ」

ɂ 3 ᬱ目のみとなり，内的一៩性ɂ ®70 を˩回ȶたǿ̾

ऻ，「情動Ҥॅ」に関するᬱ目ୣを増ɗし，内的一៩性

を高ɔることが一つのᝥᭉȺあるǿɑた，本研究Ⱥɂѓ

検査αᭅ性の調査をおこなȶていないたɔ，改ɔてѓ検

査αᭅ性についても検討をӏえる॒要があるǿ

　本研究Ⱥᚐȶたܵछ性の調査においてもᝥᭉがあるǿ

一つɂܵछ性を検討するたɔにႊいたࢳႊアサーショ

ン尺度が，ഫ成കॡܵछ性を検ᜳする尺度としてɂԚ分

なものとɂえない可能性があることȺあるǿࢳႊア

サーション尺度ɂ۹くの研究Ⱥႊいらɟており （Ձ・ಭ

田 ¬ 2017» 高倉・ဝང ¬ 2015» 堀・本 ¬ 2013 など），Ԛ

分な内的一៩性をするとҜしΈႊしたǿしかし，本

研究における分析Ⱥɂаᚐ研究とɂႱなる因子がҋȨ

ɟたǿɑた，本研究Ⱥɂ性というʗɶʐィブなϫ面

からのܵछ性の検討にとどɑȶているたɔ，ஒに主張性

との関連がᇉדȨɟているՓ人関Ρ満足度ɗ自ࢄՙ߁と

の関連性の検討にӏえ，実᪨のᚐ動傾向との関連を検討

することȺɛりᜊ的なʑータをႊいたܵछ性の検討も

॒要と考えらɟるǿ
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